
先生たちも歩いたり、走った

りしてみました。ひざ下の水

量なのに、へとへとでした。 

    生活科で～水遊び（どろんこあそび）１年生 

先日、１年生が水着を着て砂場で水遊びをしていました。天気も良 

かったので、水が気持ちよく感じられました。砂場に到着して、何を 

始めるかじっと見ていました。 

すると一番に砂場に大きな穴を掘り始め、そこへ何人もが協力して 

大量の水を入れ始めました。すぐに吸収されてなくなるのですが、それ 

でもめげず、水たまりに手を入れて楽しんでいました。また別の子たちは、持ってきた容器に砂を

たくさん詰めて砂の山や泥団子を作って見せてくれました。最初は汚れることに抵抗があった子

も、だんだんと夢中になって水を頭からかける子、水たまりを足でバシャバシャと歩く子、いつの 

       まにか体中がどろどろになっていました。子どもたちの笑顔がいっぱいの楽し

い時間でした。今は教室の前に竹をおいて七夕飾りをつくっています。これら

の体験一つひとつが今からの生活にいかされていきます。 

 

 

 

 

「一人ひとりを大切に、違いは宝物」元気で笑顔あふれる学校 
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７日から６年生と広島へ修学旅行に行ってきます。昨年は新型コロナウイ

ルスの感染症予防のために宿泊行事が中止となり、今年度も当初５月の予定

でしたが緊急事態宣言が大阪と広島に出された為、７月に延期となっていま

した。これまでに６年生は全校児童に向けて、平和の思いを込めて折りづるを折

ってもらうように（折りづる朝会）お願いしたり、自分たちがどんな思いで広島

に行くのか（行ってきます集会）を発表したりしてきました。修学旅行を通して

学んでくることを自覚し広島に行きます。小学校での初めての宿泊行事になりま

す。感染予防対策を万全に行い実施いたします。「電車やバスの中では

喋らない」「食事の時は前を向いて黙食」と少し寂しい気もしますが、

自分や友達を守る為ですから仕方ありませんね。それでも友達とお風

呂に入る、一緒に寝るという貴重な体験をしてきます。熱中症にも気

をつけて、楽しい修学旅行にしたいと思います。晴れますように。 

 

今年も水泳指導は出来ませんが、プールにひざ

下ぐらい（深いところで３０ｃｍ）まで水を張り、

１時間だけ水に親しんだり、水圧を感じながら水

泳をする時の心得を学んだりしようと思

います。先日先生達でどんなことができ

るか、実際にプールに入ってやってみま

した。満水になっていないのでプールに降りる際は気をつけないとい

けない事や、大人でも歩いたり、走ったりするだけで結構体力を使ってへとへとになることがわか

りました。来週からクラスごとにこの学習を行います。体操服にマスクをしてしますが、動いてい

ると体操服や下着が濡れてしまいます。バスタオル、ビーチサンダル、替えの下着とマスクの用意

をお願いします。水に入った日はゆっくりお風呂につかり、早目に休むようにしてくださいね。  
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６月 28 日～30 日、上門・下門・ヴィークコート前・からたち公園前・アートロード（三つ石）

の各場所で登校時にあいさつ運動を行いました。朝早くからご協力いただいた地域の方々、保護者の

皆さん、本当にありがとうございました。 

「自分から挨拶をする」これは、当たり前のようでいてなかなか難しいことです。子どもたちを見

ていても、自分から「おはようございます」と目を見て言える子どもはそう多くはありません。なか

には挨拶されても声に出して挨拶を返せない子どもたちもいます。子どもたちにとって、挨拶をする

ことは社会性を育む第一歩。そして、自分から物事に取り組む、自主性・積極性の基盤となるもので

す。毎日必ず何回かする機会のある挨拶。家庭で、地域で、学校で、大人も子どもも、すすんで挨拶

をすることを心がけていきたいものです。昨年はできませんでしたが、一年ぶりのあいさつ運動やは

り気持ちの良いものです。 


